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　宝飾メーカーのナ
ガホリ㈱は、先月開
催されたジャパン
ジュエリーフェアに出
展し、ブライダルブラ
ンドをはじめ、ハウス
ブランド、インポート
ブランド、ライセンス
ブランド、タイアップ
ブランドなど主力の
商品を展示し、様々
な情報を提供した。
　美意識を研ぎ澄ま
し、強く、柔軟に輝こ
うとする人のための
エイジレス、ジェン
ダーレス・ジュエリー
として登場以来、日に
日に人気を集めてい
る「D IAMOND -
LINE」のラインコレクションから、新
たにペンダントとブレスレット、リング
が登場。シンプルなLINE（線）をモ
チーフにした、モダンな雰囲気のジェ
ンダーレス・コレクションに、上質なダ
イヤモンドの輝きで、装いにクールな
カッコよさを添えることのできるアイテ
ムとなる。
　また、イエローゴールドの輝きを楽
しめるスクエアをモチーフにした、クー
ルな雰囲気のジェンダーレス・コレク
ションにK1 8 YGの新作が登場。
チェーンは16面カットのベネチアンを

採用し、パーツもリバーシブルで
楽しめるデザインに仕上げてお
り、注目されている。　

　厳選された非加熱のラベン
ダーサファイアを使用したコレク
ションが登場。紫の高貴さ、赤の
エネルギー、青の静けさを兼ね備
えた色彩がスタイルを際立たせ
る。多彩な色を持つサファイアの
中でも、新たなラベンダーカラー
の提案だ。

　PINKY&DIANNEからは、クリス
マス限 定 商 品として、
「NewMoon」が登場。冬の
澄んだ夜空に美しく優しく
柔らかな光を放つ月をイ
メージ。ギフトや自分への褒
美に適している。
　同社の創業者である長
堀守弘氏が幼少期を過ご
した福島県・相馬市にある
ジュエリーの生産工場「ア
トリエ・ド・ソマ」を設立して
から今年で50年を迎え、

「LA SOMA」のブランドマークは、そ
のアトリエ内で制作するチェーンや
パーツで「マーガレット」を表現してい

る。50周年を記念するコレ
クションは、このブランドの
マークでも
あるマーガ
レットをモ
チーフに、モ
ダンでエレ
ガントなペン
ダントやピア

ス、イエローダイヤモン
ドーを配したペンダント
など、スペシャルなコレ
クションになっている。
　「Only You」は年末
に向けて、ゼクシィネット広告配信、及
びリングラフ内広告配信を予定してい
る。また、来店販促企画として、
meets!Only Youと題した抽選企画

を実施予定だ。
　 マ ス タ ー
ショップ用の来
店 促 進キャン
ペ ー ン は 、
Only YouのLP
（ランディング
ページ）を訪ね
た顧客の来店を
促す企画として、
店舗に訪れると
わかる＝店舗に

訪れないとわからないキーワードを顧
客自身が専用フォームに入力して送
信すると、抽選で電子ギフトカードを
プレゼントするもの。
　5つのシリーズを提案する「スイート

テン・ダイヤモ
ンド」の新作
はHone s t y
シリーズより、
レイヤーリン
グを提案。相
手との信頼関
係を築くため
に正直である
ことが大切と
いう意味を込
めている。

　さらに、10月18日・19日に帝国ホテ
ルで開かれる「創美展」は、節目の90
回目を迎える。
　これまでと同様に最高のもてなし
と、ハイジュエリーブランドの数々を揃
え、90回目に相応しい創美展の準備
を進めている。

　日本の都
市鉱山から
出てくる宝
石人気はま
だまだ止ま
る気配は見
られない。安
くて質が高
いと言われ
ており、海外に特に人気だ。なぜ日本国
内にも広がらないのかは不思議でなら
ないが、日本の業者は国内ではなく海
外に販路を求め始めている。
　それに合わせ、アリババグループタオ
バオライブ海外ジュエリー業界担当者
による「変わりゆく中国市場における
ジャパンジュエリーにとっての新たなビ
ジネスチャンスとは？」をテーマにした講
演や、中日宝飾協会とJGRL日本宝石研
究所に加え、ライバーの経営企業の3社
による「中国ジュエリー市場の未来及び
識別機関が担う役割」と題したセミナー
がJJFの会期中に実施され、どちらも興
味深い内容の意見が聞かれた。
　どちらからも中国市場のポテン
シャルは高く、今後も宝飾品が売れ
る可能性は高いとしている。
　ただ、中国のスタイルやトレンド、
ターゲット層の変化が速いので、そ
の辺を捉えることが重要としている。
　中日宝飾協会の理事長SHO 
TOYOKI氏は、中国で日本のジュエ
リーは人気が高く、まだこれからも売
れる可能性は高いが、ターゲット層
が変わってきていることを指摘する。
　これまでは1級都市を中心に流

通が行われていたと言う
が、現在は2級都市に移
行したとみている。例えば
1級都市では100万円が
平均単価とすれば、2級
都市では50万円が平均
単価になるとの違いはあ
るとするが、購買力は高い
としている。さらに、年齢
層は45歳の女性が中心
で、子どもは平均して中
学生くらいだと言う。クラ
スで言えば部長以上だそ
うだ。
　ただ購入側もバカでは
なく、いつまでも言われた
ままの価値では購入して
いない。中国では資産価
値と付加価値が存在して
いる。その中で成長する
につれて、明確な価値基
準を求め始めている。日
本の鑑別基準もバラバラ
であり、不安の原因に
なっていると言う。

　SHOさんたちは、日本から中国に
ジュエリーを販売するスタイルの企業
であり日本企業と同じ目線で商売を
行っている。
　そんなSHOさんたちは、独自の基
準を設け、情報を出すべきだと考えて
いる。
　例えば中国政府も輸入量や金額を
見て、その後のルールを決めることが
あり、それによって中国企業も売れるも
のを判断していく。つまり日本からの情
報がなければ、中国企業によるモノを
買わされることになる。中国の淡水真
珠が良いとされれば、日本のあこや真
珠を求める人に影響が出ることもなく
はないという考えである。また、近いう
ちに何らかの規制が出されるかもしれ
ないとも述べている。
　SHOさんたちも自分たちだけでは変
えることは難しいと考えているので、日
本企業と協力してマーケットを作って
いきたいとしている。
　彼らのセミナーを聞いてみると、決し
て自分たちのビジネスの宣伝をしてい
るわけではなく、知る限りの情報も出し
ているので、一つの情報源として交流
を図ってみてもいいだろう。
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　ヨシディア㈱主催による恒例の新作
ジュエリー発表会「D&Dコレクション
2024」が、8月21日・22日、ウェスティ

ンホテル東京で開催され、
昨年よりも多くの来場者で
賑わった。
　天候に恵まれ、猛暑の夏
となり、午前中はスロース
タートになったものの午後
からは徐々に人が集まり、賑

わいを見せるようになった。
　D&Dコレクションは、厳選された素
材の魅力を余すところなく表現するコ

レクションとなり、宝石が好き
な顧客を魅了してきている。
　デザインも洗練されたベー
シックスタイルを基本に、宝石
が持つ「美しさ」そのままを引
き出し、ダイヤモンドを使った
普遍的なデザインとレベルの
高いクラフトマンシップによ
り、時代を超えて輝き続ける
高品質なジュエリーを提案し

た。また、江戸浅草金細工による
商品を並べ、職人の技を伝えると
ともに伝統的な貴金属加工を大
切にしている。

　確かな品質・価格で顧客のニーズに
応える宝飾品卸メーカーの㈱ミツム
ラ、田中宝飾㈱、エバー産業㈱の3社
合同による仕入会「 S U M M E R 
EXHIBITIN2024」が8月7日、東京・
東上野のオーラムビルB1Fで開催さ

れ、大勢の
小売店で
賑わった。
　夏商戦から秋商戦に移り変わる8月
の頭に、夏商戦で売れた在庫補充や
後半戦に向けた仕入れの機会として

開かれる同仕入会に
は、差別化を図る小売
店や問屋が昨年以上
に訪れた。
　昨年も、コロナ前を
超える来場者で会場が
いっぱいになり、需要
の高さが感じられ、そ

れに応えて今年は会場をより大きな
オーラムに変更し、お盆前の仕入れに
合わせ、積極的な仕入れを促した。

会場では、後半戦を狙う新作商品や
勢いのある人気商品の数々が揃えら
れた。ミツムラはネックレスを中心に地
金商材を豊富に揃える。田中宝飾は、
ほかではなかなか見つからないピアス
やネックレスなど、他店との差別化商
品を揃えた。エバー産業は、ダイヤ・色
石製品など幅広く揃えた。
　また、企画にも使える商材を多数提
案し、売り上げに活用する小売店は少
なくなかった。
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D&Dコレクション

熱い夏の商戦や秋商戦に向けた
ミツムラ、田中宝飾、エバー産業の
合同仕入会が賑わう

inventus 馬永征さん

JGRLAndyWangさん

SHOさん

　特許庁は「外国出願・審査請求・中
間応答支援（海外権利化支援事業）」
について発表した。

　外国での特許、実用新案、意匠または
商標の出願・権利化を予定している中小
企業、中小スタートアップ企業、小規模
企業、大学等に対し、一般社団法人発明
推進協会を通じて、海外知財庁における
権利化（①出願、②審査請求、③中間応
答）に要する費用の１／２を助成する。

　外国出願費用をはじめとする海外で
の知的財産活動費は高額であり、資力
に乏しい中小企業にとっては大きな負
担となっている。

　特許庁では、中小企業の戦略的な
外国出願を促進するため、外国への事
業展開等を計画している中小企業等
に対して、外国出願にかかる費用の半
額を助成している。

　一般社団法人発明推進協会のみな
らず、毎年各都道府県等中小企業支
援センター等が窓口となり、全国の中
小企業の皆様が支援を受けることが
できる。詳細な要件・公募期間などは、
各中小企業支援センター等のウェブサ
イトを参照されたい。

     （特許業務法人共生国際特許事務所所長）

　其の98

外国出願の権利化に要する
費用を補助

佐藤英昭弁理士による

『特許の哲学』
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